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新
年
度
教
育
委
員
会
所
管
分
の
予

算
は
、
約
４
７
０
０
億
円
（
対
前
年

度
11
％
増
）
で
、
項
別
の
比
較
は
、

総
務
費
14
％
増
、
小
学
校
費
７
％
増
、

中
学
校
費
６
％
増
、
高
等
学
校
費

24
％
増
、
特
別
支
援
学
校
費
３
％
減
、

生
涯
学
習
費
25
％
増
、
保
健
体
育
費

２
％
減
で
す
。 

高
校
の
特
色
化
と
再
編 

① 

中
高
一
貫(

中
学
校
舎)

の
整
備

が
行
わ
れ
ま
す
。 

25
年
度
開
校 

明
和
・
半
田
・
津
島
・
刈
谷 

26
年
度
開
校 

時
習
館
・
豊
田
西
・
西
尾
・ 

日
進
・
愛
知
総
合
工
科 

② 

津
島
北
・
海
翔
を
統
合
し
た
新

校
を
津
島
北
校
地
に
25
年
度
に
開

校
し
ま
す
。 

③ 

三
谷
水
産
の
新
し
い
実
習
船

(

25
年
３
月
竣
工
予
定)

の
建
造
が

始
ま
り
ま
す
。 

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル 

 

佐
屋
・
武
豊
・
豊
野
・
御
津
あ
お

ば
の
４
校
に
全
日
・
昼
定
・
通
信
の

３
課
程
を
置
き
、
異
な
る
課
程
間
を

行
き
来
で
き
る
学
び
が
25
年
４
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。 

夜
間
中
学
の
設
置 

 

日
本
語
の
基
礎
指
導
、
義
務
教
育

の
学
び
直
し
に
対
応
す
る
夜
間
中
学

が
設
置
さ
れ
ま
す
。 

25
年
度 

豊
橋
工
科
高
内 

26
年
度 

豊
田
西
・
小
牧
・
一
宮
高
内 

教
育
環
境
整
備 

① 

長
寿
命
化
改
修
を
89
棟
、
設
計

を
87
棟
で
行
い
ま
す
。 

② 

体
育
館
・
武
道
場
の
空
調
設
備 

(

先
月
号
で
既
報)

 

③ 

名
古
屋
盲
・
岡
崎
盲
学
校
で
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
向
け
た
基

本
調
査
が
始
ま
り
ま
す
。 

④ 
い
な
ざ
わ
特
別
支
援
学
校
・
小

牧
特
別
支
援
学
校
の
校
舎
増
築
に

つ
い
て
、
建
設
工
事
と
実
施
設
計

が
行
わ
れ
ま
す
。 

⑤ 

名
古
屋
東
部
に
肢
体
不
自
由
特

別
支
援
学
校
、
西
三
河
北
部
に
知

的
障
害
特
別
支
援
学
校
を
新
設
す

る
た
め
の
実
施
設
計
が
行
わ
れ
ま

す
。(

27
年
４
月
開
校)

 
 
 

⑥ 

医
療
的
ケ
ア
充
実
の
た
め
に
常

勤
看
護
師
を
16
→
17
人
に
、
非
常

勤
看
護
師
を
１
０
３
→
１
１
８
人

に
増
員
し
ま
す
。 

非
常
勤
講
師
報
酬
単
価 

 

非
常
勤
講
師
の
報
酬
単
価
が
微
増

し
ま
す
。
昼
間
＝
２
８
３
０
円(

10
円

＋)

、
夜
間
＝
３
０
１
０
円(

10
円
＋)

、

通
信
の
面
接
指
導
＝
９
６
９
０
円

(

30
円
＋)

、
添
削
４
通
＝
１
６
３
０

円(

10
円
＋)

で
す
。 

 

                                  

２
０
２
４
教
育
委
員
会
所
管
分
当
初
予
算 

１ 教職員定数     

区 分 
全日制 定時制 通信制 合計 

2024 年 2023 年 2024 年 2023 年 2024 年 2023 年 2024 年 2023 年 

校長 
教頭 

教諭 

法定 7,033 6,988 358 355 53 51 7,444 7,394 

県単 23 11     23 11 

計 7,056 6,999 358 355 53 51 7,467 7,405 

養護教諭 
法定 227 225 26 26   253 251 

県単 1 1 3 3   4 4 

計 228 226 29 29   257 255 

実習教員 法定 511 509 22 22   533 531 

事務職員 
法定 508 510 31 31 6 6 545 547 

県単 17 13     17 13 

計 525 523 31 31 6 6 562 560 

用務員 県単 41 42 4 4 1 1 46 47 

栄養士 県単   6 6   6 6 

調理員 県単   5 9   5 9 

船員 県単 13 13     13 13 
        

  法定 8,279 8,232 437 434 59 57 8,775 8,723 

合 計 県単 95 80 18 22 1 1 114 103 

  計 8,374 8,312 455 456 60 58 8,889 8,826 
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ア 学級編成増減の詳細 

 全日制 定時制 合計 

 24年 23年 24年 23年 24年 23年 

募集学級による増減 6減 5減 0 2増 6減 3減 

学年進行による増減 9増 17減 1増 2減 10増 19減 

全体の増減 3増 22減 1増 0 4増 22減 

 
イ 教職員定数増減の内訳 

 24 年 23 年 

学級増減等に伴う定数増減 27 人増 46 人減 

県単定数見直し 7 人増 3 人減 

初任研等 8 人減 11 人増 

短時間再任用希望者に伴う増減 37 人増 44 人増 

計 63 人増 6 人増 
   

ウ 再任用短時間専任換算分 

 24 年 23 年 

教諭 174 人 208 人 

養護教諭 1 人 1 人 

実習教員 15 人 18 人 

調理員 0 人 0 人 

計 190 人 227 人 

※フルタイムは、定数内整理 

 
エ 非常勤講師時間等＝専任換算分 

 全日制 定時制 通信制 

24年 23年 24年 23年 24年 23年 

非常勤崩し分 236人 233人 27人 27人   

充指導主事分 23人 23人     

非常勤養護員     1人 1人 

       

嘱託員（事務） 52人 48人 1人 1人 1人 1人 

嘱託員（用務） 249人 249人 24人 24人 1人 1人 

嘱託員（調理）   1人 3人   

計 560人 553人 53人 55人 3人 3人 

 
２ 非常勤講師時間 

     区     分 24 年度 積算内訳 23 年度 積算内訳 増 減 

生徒指導充実（カウンセラー） 684 H  12H×57 人 684 H  12H×57 人 0 H 
進路指導充実のための 

非常勤講師時間 
104 H  52H×2 人 104 H  52H×2 人 0 H 

習熟度別対応分 1,040 H  52H×20 人 936 H  52H×18 人 ＋104 H 

新教科情報対応分 5,616 H 52H×108 人 5,512 H 52H×106 人 ＋104 H 

複数教頭配置対応分 444 H  12H×37 人 504 H  12H×42 人 -60 H 

妊娠女子体育教員の負担軽減 60 H  60 H  0 H 
単位制修業年限・ 
弾力化非常勤講師時間 

104 H  52H×2 人 104 H  52H×2 人 0 H 

実験実習加配（調整用） 1,703 H  1,703 H  0 H 
帰国子女対応,研究指定等 572 H  572 H  0 H 
中学開設準備 160 H     160 H 

計 10,487 H  10,179 H  ＋308 H 
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     れ     ん     ら     く        

2024 年 1 月 1 日 16 時 6 分に発生した能登半島

地震の復旧も徐々にではありますが進んでいま

す。しかし、元の生活に戻るには相当の年月を要す

るのではと懸念されます。物理的な被災のみなら

ず、特に、メンタル面に与える影響が心配されま

す。愛高組は、被災地の一日も早い復興と被災され

た方々の安心を心より祈念し、災害救援カンパを

実施しています。ご協力をお願いします。 

 

「『能登半島地震』災害救援カンパ」に 

ご協力ありがとうございました。 

 

◎ これからのおもな運動の日程 

3/20(水) さよなら原発全国集会 

4/20(土) 24年度新任組織拡大・強化担当者会議 

4/23(火) 初任者勧誘行動日 

4/26(金) 24年度第1回部活動検討委員会 

                

赤
ペ
ン 

 

５
５
２ 

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
の
金

品
授
受
と
い
う
不
祥
事
が
明
る

み
に
出
た
が
、
長
年
名
古
屋
市

の
教
育
に
関
わ
っ
た
者
と
し
て

は
さ
も
あ
り
な
ん
と
い
う
の
が

正
直
な
感
想
で
あ
る
。 

全
国
の
教
委
で
こ
う
し
た
慣

習
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
が
、

こ
の
根
源
は
教
育
委
員
会
制
度

そ
の
も
の
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

教
育
委
員
会
制
度
は
戦
後
に
教

育
の
民
主
化
を
目
的
と
し
て
Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
指
令
で
導
入
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
住
民
の
選
挙
で

選
ば
れ
た
教
育
委
員
が
権
限
と

責
任
を
持
つ
事
が
前
提
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、 

                 

教
育
委
員
は
公
選
制
が
廃
止
さ

れ
て
久
し
く
、
名
誉
職
化
し
て

お
り
、
事
実
上
教
員
出
身
の
指

導
主
事
を
中
心
と
し
た
事
務
部

門
が
実
権
を
持
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
教
育
の
政
治
的
介
入
を
避

け
る
た
め
首
長
部
局
か
ら
独
立

し
て
い
る
こ
と
が
逆
に
ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
て
い
る
と
の

批
判
も
あ
る
。 

二
〇
一
五
年
よ
り
総
合
教
育

会
議
が
設
置
さ
れ
た
も
の
の
、

あ
ま
り
効
果
を
あ
げ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。
学
校
教
育
に
対

す
る
信
頼
回
復
を
は
か
る
た
め

に
は
、
教
育
行
政
へ
の
市
民
参

加
を
積
極
的
に
す
す
め
る
改
革

が
急
務
と
思
わ
れ
る
。（
Ｈ
） 

遺
珠
点
点 

８
２ 

「
先
生
、
元
気
で
す
か
？
」 

声
が
か
か
っ
て
い
る
の
が
自

分
と
は
思
わ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

ふ
と
顔
を
挙
げ
て
左
右
を
見
渡

し
て
し
ま
っ
た
。
近
く
に
見
知
っ

た
姿
も
な
く
、
や
っ
ぱ
り
、
と
思

い
つ
つ
ま
た
買
い
物
の
物
色
を

始
め
た
。
そ
う
し
た
ら
、「
こ
っ

ち
こ
っ
ち
」
と
ま
た
声
が
す
る
。 

 

場
所
は
隣
町
の
ス
ー
パ
ー
で

あ
る
。
よ
く
利
用
す
る
と
も
言
え

な
い
が
、
た
ま
に
新
聞
の
チ
ラ
シ

に
欲
し
い
も
の
が
出
る
と
寄
っ

た
り
す
る
。 

「
こ
っ
ち
こ
っ
ち
」 

 

ま
た
声
が
し
て
、
前
に
あ
る
扉

が
パ
カ
ッ
と
開
い
た
。
白
い
前
掛

け
姿
に
白
い
帽
子
、
黒
縁
眼
鏡
に

マ
ス
ク
を
し
た
顔
は
私
を
見
て

い
る
。
マ
ス
ク
の
上
の
目
が
笑
っ

て
い
る
。 

「
あ
、
あ
の
ー
…
…
」 

「
は
は
、
わ
か
ら
ん
よ
ね
」 

「
あ
の
、
も
し
か
し
て
、
Ｙ
く

ん
？
」 

「
お
、
あ
た
り
ー
！
」 

 

ず
い
ぶ
ん
前
に
一
時
期
教
え

た
子
（
も
う
「
子
」
じ
ゃ
な
い
け

ど
）
だ
っ
た
。
一
時
期
と
言
っ
た

の
は
、
彼
は
卒
業
し
な
か
っ
た
人

だ
か
ら
だ
。
し
か
も
、
学
年
末
に

私
の
授
業
で
単
位
不
認
定
に
な

っ
た
。 

 

現
役
時
代
、
私
は
か
な
り
教
師

と
し
て
は
狂
狷
だ
っ
た
。
こ
こ
は

ど
う
し
て
も
と
い
う
と
こ
ろ
は

断
じ
て
譲
ら
な
か
っ
た
。 

努
力
す
れ
ば
難
な
く
獲
得
で

き
る
課
題
点
、
こ
れ
を
取
れ
な
い

と
不
認
定
に
す
る
、
ま
た
、
こ
れ

に
合
格
し
て
い
れ
ば
認
定
す
る
、

と
年
度
当
初
に
全
員
を
前
に
し

て
宣
言
し
て
い
た
。
内
容
は
、
極

め
て
基
本
的
な
漢
字
と
語
彙
の

二
〇
〇
問
テ
ス
ト
で
、
事
前
に
出

題
と
同
じ
プ
リ
ン
ト
を
渡
す
。
年

に
五
回
や
る
。
こ
れ
に
一
度
一
六

〇
点
以
上
と
れ
ば
よ
い
と
い
う

基
準
だ
っ
た
。
多
く
は
二
回
ま
で

に
一
六
〇
点
以
上
を
と
っ
て
安

堵
の
大
喜
び
を
し
、
残
る
者
た
ち

も
、
だ
い
た
い
が
四
回
目
を
終
了

す
る
ま
で
に
合
格
し
て
「
ヤ
ッ
タ

ー
」
と
喜
ん
で
い
た
。
そ
こ
ま
で

来
る
と
、
残
る
は
一
人
か
二
人
で
、

「
ホ
ン
ト
に
落
と
さ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
横
着
者
が
本
気
を

出
す
。
そ
う
し
て
み
ん
な
無
事
に

進
級
に
た
ど
り
着
く
の
だ
っ
た
。 

ち
ょ
っ
と
年
長
だ
っ
た
Ｙ
は
、

私
を
（
と
い
う
よ
り
世
の
中
す
べ

て
を
）
甘
く
見
て
い
た
。
一
六
〇

点
獲
得
さ
せ
よ
う
と
追
加
指
導

を
課
し
た
の
だ
が
、
そ
の
指
導
時

間
に
は
決
し
て
遅
刻
し
て
は
な

ら
な
い
と
の
注
意
に
も
従
わ
ず
、

の
ん
び
り
や
っ
て
来
て
席
に
着

こ
う
と
し
た
。
私
は
許
さ
な
か
っ

た
。 

「
ち
ゃ
ん
と
来
た
が
や
ー
！
」 

 

彼
は
凄
ん
だ
。
し
か
し
、
私
は

許
さ
な
か
っ
た
。
彼
が
、
事
前
に

連
絡
し
て
き
た
と
か
仕
事
を
し

て
い
て
遅
れ
た
と
か
な
ら
勿
論

許
し
た
。
そ
う
で
は
な
か
っ
た
か

ら
だ
。 

 

翌
日
、
お
母
さ
ん
が
来
て
「
何

と
か
お
願
い
し
ま
す
」
と
懇
願
さ

れ
た
が
、「
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
、

彼
に
と
っ
て
何
も
プ
ラ
ス
に
な

ら
な
い
」
と
私
は
聞
き
入
れ
な
か

っ
た
。
彼
は
不
認
定
で
学
校
を
去

っ
た
。 

 

そ
の
Ｙ
が
、
さ
ぞ
恨
め
し
く
思

っ
て
い
る
だ
ろ
う
あ
の
時
の
教

師
に
声
を
か
け
て
き
た
。 

「
元
気
そ
う
だ
ね
」 

「
お
か
げ
さ
ま
で
、
先
生
も
元
気

そ
う
だ
ね
」 

 

そ
れ
だ
け
言
っ
た
後
、
Ｙ
は
、

後
ろ
を
通
っ
た
同
僚
に
「
ち
ょ
っ

と
五
分
だ
け
ゴ
メ
ン
、
高
校
の
オ

ン
シ
だ
で
」
と
言
っ
て
隅
の
方
に

私
を
誘
っ
た
。
そ
し
て
、
話
し
て

く
れ
た
。 

 

退
学
し
た
後
、
親
と
喧
嘩
し
て

家
を
出
た
。
友
達
の
紹
介
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
始
め
て
、
半
年
く
ら
い

し
て
子
ど
も
が
で
き
て
、
親
に
詫

び
を
入
れ
て
結
婚
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
そ
の
後
も
パ
ッ
と
し
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
子
供
が
幼
稚
園
に

入
っ
た
時
、
こ
の
ま
ま
で
は
イ
カ

ン
と
思
っ
て
通
信
制
に
行
っ
た
。

初
め
て
本
気
で
勉
強
し
て
卒
業

し
た
。
も
の
す
ご
く
感
動
し
た
。 

「
今
は
オ
レ
、
子
ど
も
に
『
や
れ

る
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
や
れ
』
と
言

え
る
よ
」 

 

そ
し
て
、「
先
生
、
あ
の
時
は

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
、
今
オ
レ

主
任
だ
よ
、
頑
張
っ
て
ま
す
よ
」 

 

Ｙ
は
朗
ら
か
な
調
子
で
、「
ま

た
来
て
く
だ
さ
い
、
じ
ゃ
！
」
と

仕
事
に
戻
っ
て
い
っ
た
。（
さ
） 


